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統合校の校名・校章・校歌の最終的な方針を決定しました

　南摩小と上南摩小の統合校の校名・校章・校歌について、意見募集の結果から、次のとおり最

終的な方針を決定しました。

②校章は、名前の部分は南摩小、デザインは上南摩小とする。

　　　(参考)

②上南摩小校章 ③統合小校章イメージ①南摩小校章

①校名は、「南摩小学校」とする。

③校歌は、南摩小・上南摩小・南摩中の児童生徒や保護者から、歌詞に入
れたい言葉を募集したうえで、専門家に依頼し、新たに作成する。

※後日、学校を通して児童生徒や保護者への募集を行います。

　【意見募集の実施概要】

　実施期間：令和８年１月上旬　～　令和８年２月２０日（金）

　対 象 者 ：南摩地区内の保護者及び地域住民　約９００世帯

　意 見 数 ：９件

　【意見募集の結果】

・統合校の校名・校章については、総務分会の案に対して反対意見はありませんでした。

・統合校の校歌については、総務分会の案（新規作成）に賛同する意見が多数となったものの、

既存校歌の活用を望む意見も少数見られました。

　【総務分会での検討内容】
・校歌の新規作成あたっては、地域の子どもたち（南摩小、上南摩小、南摩中の児童生徒）から、

校歌の歌詞に入れたい言葉やフレーズを募集し、専門家に作成を依頼する方針を決定しました。

・また、依頼の際の条件として、校歌のメロディは子どもたちが歌いやすい曲調にすることなど

の意見がありました。

・その他、南摩の風景を思い出せる校歌になってほしい、現在の南摩小・上南摩小・南摩中の校

歌を活かしてほしい、南摩の地名や名所を歌詞にいれてほしいなどの意見がありました。

意見募集結果と総務分会での検討



【参考】現在の南摩地区の小中学校の校歌
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